
INFORMATION
施　設

料　金

期　間

催　事

ＴＥＬ

所在地

メナード美術館

一般 :1000 円　高大学生 :600 円　小中学生 :300 円

９月 23 日 ( 水・祝 ) まで

なつやすみ所蔵企画展　美術の時間

(0568)75-5787

小牧市小牧 5-250

施　設

料　金

期　間

催　事

ＴＥＬ

所在地

豊田市美術館

一般 :1900 円　高大学生 :1200 円　中学生以下無料

アンドリュー・ワイエス展

(0565)34-6610

豊田市小坂本町 8-5-1 ９月 23 日 ( 水・祝 ) まで

施　設

料　金

期　間

催　事

ＴＥＬ

所在地

名古屋市博物館

一般 :1400 円　高大学生 :1100 円　中学生以下無料

９月５日 ( 土 ) ～ 11 月１日 ( 日 )

リトアニア バルトの森に響く歌／名古屋には秀吉がおるでよ！ 秀吉と尾張の歴史

(052)853-2655

名古屋市瑞穂区瑞穂通 1-27-1

施　設

料　金

期　間

催　事

ＴＥＬ

所在地

名古屋市美術館

一般 :1900 円　高大生 :1000 円　中学生以下無料

９月 19 日 ( 土 ) ～ 11 月 29 日 ( 日 )

ゴッホの跳ね橋と印象派の画家たち　ヴァルラフ＝リヒャルツ美術館所蔵

(052)212-0001

名古屋市中区栄 2-17-25

施　設

ＴＥＬ

所在地

マコンデ美術館

料　金

期　間

催　事

一般 :1000 円　高校生 :800 円　小中学生 600 円

10 月 18 日 ( 日 ) まで

マコンデ彫刻　骸骨展 ー死を超えて、生を彫るー

(0596)42-1192

三重県伊勢市二見町松下 1799-4

施　設

料　金

期　間

催　事

ＴＥＬ

所在地

瀬戸市美術館

一般 :500 円　高大学生 :300 円　中学生以下無料

９月 27 日 ( 日 ) まで

瀬戸陶芸協会 90 年のルーツを辿る

(0561)84-1093

瀬戸市西茨町 113-3

施　設

料　金

期　間

催　事

ＴＥＬ

所在地

名古屋大学博物館 

無料

10 月 17 日 ( 土 ) まで

鉱物いろいろラボ

(052)789-5767

名古屋市千種区不老町

施　設

料　金

期　間

催　事

ＴＥＬ

所在地

ヤマザキマザック美術館

一般 :1000 円　小中高生 :500 円　小学生未満無料

10 月 18 日 ( 日 ) まで

所蔵品展ー春から秋へ―

(052)937-3737

名古屋市東区葵 1-19-30

施　設

料　金

期　間

催　事

ＴＥＬ

所在地

横山美術館

一般 :1000円　高大学生 :800円　中学生 :600円　小学生以下無料

９月 27 日 ( 日 ) まで

続・ノーマン・ロックウェル展

(052)931-0006

名古屋市東区葵 1-1-21

施　設

料　金

期　間

催　事

ＴＥＬ

所在地

岐阜県現代陶芸美術館

一般 :1200 円　大学生 :1000 円　高校生以下無料

９月 27 日 ( 日 ) まで

吉田璋也のデザイン

(0572)28-3100

岐阜県多治見市東町 4-2-5

施　設

料　金

期　間

催　事

ＴＥＬ

所在地

名古屋市科学館

一般 :1800 円　大学生 :1000 円　小中高生 :500 円

９月 23 日 ( 水・祝 ) まで

スケスケ展２　スケると見える仕組みの世界

(052)201-4486

名古屋市中区栄 2-17-1



PICK UP

―

交
通
案
内―

▼
地
下
鉄
桜
通
線
「
桜
山
」
下
車
、
４

番
出
口
か
ら
南
へ
１
５
０
㍍

名
古
屋
市
博
物
館

９
時
半
〜
17
時(

入
場
は
16
時
半
ま
で)

名
古
屋
市
美
術
館
　

―

交
通
案
内―

▼
地
下
鉄
東
山
線
・
鶴
舞
線
「
伏
見
」

下
車
、
５
番
出
口
か
ら
徒
歩
８
分

▼
地
下
鉄
鶴
舞
線
「
大
須
観
音
」
下
車
、

２
番
出
口
か
ら
徒
歩
７
分

▼
地
下
鉄
名
城
線
「
矢
場
町
」
下
車
、

４
番
出
口
か
ら
徒
歩
10
分

開
館
時
間

期

　
間

観

覧

料

休

館

日

月
曜
日(

祝
日
の
場
合
は
直
後
の
平

日)

、
第
４
火
曜
日(

祝
日
を
除
く)

９
月
５
日(

土)
〜
11
月
１
日(

日)

一
般
　
　
　
　
　
　
　  

１
４
０
０
円

高
大
学
生
　
　
　
　
　  

１
１
０
０
円

中
学
生
以
下
無
料

９
時
半
〜
17
時
、
金
曜
日
は
20
時
ま
で

(

入
場
は
閉
館
の
30
分
前
ま
で)

開
館
時
間

期
　  
間

観

覧

料

休

館

日

月
曜
日(

但
し
、
９
月
21
日
、
10
月
12

日
、
11
月
23
日
は
開
館)

、
９
月
24
日

(

木)

、
10
月
13
日(

火)

９
月
19
日(

土)

〜
11
月
29
日(

日)

一
般
　
　
　
　
　
　
　
　
１
９
０
０
円

高
大
生   

　
　
　
　
　
　
１
０
０
０
円

中
学
生
以
下
無
料

リ
ト
ア
ニ
ア
　
バ
ル
ト
の
森
に
響
く
歌

名
古
屋
に
は
秀
吉
が
お
る
で
よ
！
　
秀
吉
と
尾
張
の
歴
史

ゴ
ッ
ホ
の
跳
ね
橋
と
印
象
派
の
画
家
た
ち

ヴ
ァ
ル
ラ
フ
＝
リ
ヒ
ャ
ル
ツ
美
術
館
所
蔵

プ
レ
オ
ー
プ
ン

記
念
特
別
展

　
プ
レ
オ
ー
プ
ン
を
記
念
し
、
特
別
展

を
２
本
立
て
で
開
催
す
る
。

【
リ
ト
ア
ニ
ア
】

　
名
古
屋
で
育
っ
た
外
交
官
の
杉
原
千

畝
が
、
ユ
ダ
ヤ
難
民
に
「
命
の
ビ
ザ
」

を
発
給
し
た
地
で
あ
る
リ
ト
ア
ニ
ア
共

和
国
。
そ
の
歴
史
と
文
化
を
紹
介
す
る

日
本
初
の
本
格
的
な
展
覧
会
。
リ
ト
ア

ニ
ア
文
化
の
根
底
に
あ
る
森
と
歌
を
テ

ー
マ
に
、
色
彩
豊
か
な
民
族
衣
装
や
神

秘
的
な
意
匠
の
工
芸
品
を
展
示
す
る
。

【
名
古
屋
に
は
秀
吉
が
お
る
で
よ
！
】

　
豊
臣
秀
吉
と
、
彼
の
ふ
る
さ
と
で
あ

る
尾
張
・
名
古
屋
の
関
わ
り
に
着
目
し

　
19
世
紀
後
半
か
ら
20
世
紀
に
か

か
る
モ
ダ
ン
・
ア
ー
ト
の
本
流
を

辿
る
展
覧
会
。
ド
イ
ツ
有
数
の
美

術
館
で
あ
る
ヴ
ァ
ル
ラ
フ
＝
リ
ヒ

ャ
ル
ツ
美
術
館
・
コ
ル
ブ
ー
財
団

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
よ
り
、
印
象
派

と
そ
の
前
後
の
作
品
70
点
を
紹
介

す
る
。

　
印
象
派
前
の
ミ
レ
ー
や
マ
ネ
か

ら
印
象
派
の
モ
ネ
、
点
描
派
の
ス

ー
ラ
、
さ
ら
に
は
ポ
ス
ト
印
象
派
の
ゴ

ッ
ホ
、
そ
し
て
マ
テ
ィ
ス
、
ユ
ト
リ
ロ

ま
で
、
42
名
の
巨
匠
の
絵
画
を
一
堂
に

展
示
。
ゴ
ッ
ホ
の
黄
金
期
と
も
言
わ
れ

る
「
ア
ル
ル
時
代
」
に
描
い
た
代
表
作

の
ひ
と
つ
《
跳
ね
橋
》
は
、
名
古
屋
初

上
陸
。
創
作
意
欲
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い

た
当
時
の
前
向
き
な
心
情
を
映
し
出
す

か
の
よ
う
な
、
爽
や
か
な
光
に
あ
ふ
れ

た
傑
作
で
あ
る
。

た
展
覧
会
。
豊
臣
家
一
族
に
伝
わ
る
貴

重
な
資
料
で
秀
吉
と
名
古
屋
の
関
係
を

探
る
ほ
か
、
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
本

物
の
火
縄
銃
や
レ
プ
リ
カ
の
天
正
大
判

な
ど
、
体
験
展
示
も
行
う
。

豊臣秀吉朱印状
文禄 4年 (1595)8 月 3 日付　個人蔵

フィンセント・ファン・ゴッホ《跳ね橋》
1888 年、油彩、カンヴァス 
ヴァルラフ=リヒャルツ美術館・コルブー財団蔵
Wallraf-Richartz-Museum & 
Fondation Corboud, Cologne
Photo: © RBA, Cologne 

ズ
ー
キ
ヤ
地
方
の
民
族
衣
装
　
21
世
紀

リ
ト
ア
ニ
ア
国
立
博
物
館
蔵



INFORMATION

料金／  12,000 円～
　　　　 9,500 円～
　　　　 7,500 円～　  4,500 円～　

　新オープンした劇団四季専用劇場のこけら落

とし公演。日本ミュージカル史上類を見ないス

ケールで、オペラ座の地下深くに棲む怪人と歌

姫クリスティーヌの悲恋を美しく鮮烈に描く。

　1905 年、パリのオペラ座。パイプオルガン

の荘厳な響き

とともに時は

半世紀をさか

のぼり、罪深

き愛と憎しみ

の悲劇が幕を

開ける――。　

名古屋市中区栄 4-5-11

問い合せ先

(052)265-1718

日時／ 10 月 17 日 ( 土 ) 14:00 開演 (13:30 開場 )

料金 ( 自由席 )

一般 3,500 円

学生 2,100 円

　1972 年より上演されてきた有吉佐和子原作

の舞台を、坂東玉三郎渾身の演技と豪華キャス

トの共演で歌舞伎化し、大評判となった名作。

　幕末、横浜の遊郭。ひとりの遊女がアメリカ

人商人への身請けを拒み、自ら命を絶った。尊王

攘夷の嵐の

中、その死

は「攘夷女

郎」の伝説

へと仕立て

上げられて

いく――。

　クラシック・アコーディオンの世界的第一人者・

御喜美江と、確かな技術と音楽性が高く評価さ

れ、アコーディオンの普及にも尽力する気鋭の

アコーディオン奏者・大田智美のリサイタル。

　演奏曲はW.A.モーツァルト「４手のためのピ

ア ノ ソ ナ

タ」、高橋

悠治「谷間

へおりてゆ

く」、武満徹

「クロス・ト

ーク」ほか。

　国内外で活躍するギタリストの谷辺昌央が、

今年亡くなった恩師ロベルト・アウセルへの追

悼の気持ちを込めておくるリサイタル。

　R.アウセルが初来

日で披露し、谷辺のギ

タリスト人生を変えた

A.ピアソラ「５つの小

品」をはじめ、彼の出

身地アルゼンチンのヒ

ナステラ「ギター・ソ

ナタ」、F.ソル「悲歌風

幻想曲」などを演奏する。

○Ｂ C○

○S

Ａ○

名古屋市熱田区
三本松町101-20
劇団四季
(0570)008-110

日時／９月６日より2027年１月１日 (金 )～３月31日 (水 )公演分を販売
昼13:00 13:30　夜17:30 18:30　1回公演、休演、貸切日あり

日時／ 10 月 12 日 ( 月・祝 )
15:00 開演 (14:30 開場 )※整理番号順入場

料金 ( 全席自由 )
一般 4,500 円 学生 2,000 円
ペア 8,000 円

名古屋市昭和区桜山町

　　　　　　　 1-21

(052)265-1718

日時／９月 25 日 ( 金 ) ～10 月１日 ( 木 ) 
開演時間は日によって異なる　

名古屋市中村区名駅4-7-1 

ミッドランドクエア5階

(052)527-8808

料金／一般   　2,300 円

　　　学生・小児1,500 円

※劇場HPにてご確認ください

※WEB 早期申込割引あり

ＭＴＧ名古屋四季劇場〔熱田〕

オペラ座の怪人
宗次ホール

ホールルンデ ミッドランドスクエアシネマ

https://www.midland-sq-cinema.jp/index.phphttps://dbf.jp/runde/index.cfm?page=concert

https : / /www.shiki . jp / https://munetsuguhall.com/

シネマ歌舞伎

撮影 : 阿部章仁

ふるあめりかに袖はぬらさじファンタスティック・アコーディオン2026

御喜美江＆大田智美

谷辺昌央 ギター・リサイタル
ロベルト・アウセルへのオマージュ

©Leonardo Bravo



　セ
イ
ノ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

（
本
社
／
岐
阜
県
大
垣
市
、
以
下
セ

イ
ノ
ー
Ｈ
Ｄ
）
は
、
物
流
領
域
及
び

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
関
連
領
域
を
対

象
と
し
た
新
た
な
投
資
フ
ァ
ン
ド

「S
E
IN
O
 A
llia
n
ce F

u
n
d

（
以
下

Ｓ
Ａ
Ｆ
）」
を
１
０
０
億
円
で
設
立

す
る
と
発
表
し
た
。

　セ
イ
ノ
ー
Ｈ
Ｄ
が
唯
一
の
出

資
者
で
あ
る
シ
ン
グ
ル
Ｌ
Ｐ
（
有

　愛
知
県
内
の
農
業
協
同
組
合
（
Ｊ

Ａ
）
を
会
員
と
す
る
愛
知
県
信
用
農

業
協
同
組
合
連
合
会
（
Ｊ
Ａ
愛
知
信

連
）
と
名
古
屋
大
学
は
、
金
融
・
産

業
界
と
研
究
・
教
育
機
関
の
知
見
を

結
集
し
、
農
業
課
題
の
解
決
に
資
す

る
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
、
そ
れ

を
担
う
人
材
育
成
か
ら
社
会
実
装
ま

で
を
一
貫
し
て
推
進
し
、
地
域
農
業

の
発
展
・
成
長
に
貢
献
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
「
産
学
連
携
に
関
す
る
協

定
」
を
今
年
３
月
に
締
結
し
た
。

　そ
の
協
定
に
基
づ
き
、
10
月
か
ら

名
古
屋
大
学
大
学
院
生
命
農
学
研
究

科
・
農
学
部
の
特
別
講
義
と
し
て
、

食
・
農
を
テ
ー
マ
と
し
た
教
育
連
携

農
業
分
野
で
産
学
連
携
協
定

農
業
×
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

物
流
・
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
領
域

対
象
に
新
た
な
投
資
フ
ァ
ン
ド

ああああああああああああああ

限
責
任
組
合
員
）
と
し
て
参
画
、

S
piralIn

n
ov
ation

 P
artn
ers

（
以
下
、

Ｓ
Ｉ
Ｐ
）
が
Ｇ
Ｐ
（
ゼ
ネ
ラ
ル
パ
ー

ト
ナ
ー
）
を
務
め
、
主
な
投
資
対
象

と
し
て
、
株
式
上
場
な
ど
を
視
野
に

入
れ
た
ミ
ド
ル
・
レ
イ
タ
ー
ス
テ
ー

ジ
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
、
大
企
業
か

ら
の
ス
ピ
ン
ア
ウ
ト
に
よ
り
事
業
規

模
が
拡
大
し
次
の
成
長
加
速
を
必
要

と
し
て
い
る
企
業
な
ど
を
想
定
す
る
。

　セ
イ
ノ
ー
Ｈ
Ｄ
で
は
２
０
１
９
年

に

L
o
g
istics In

n
o
v
a
tio
n
 F
u
n
d

（
Ｌ
Ｉ
Ｆ
）、
23
年
にV

a
lu
e C
h
a
in
 

In
n
o
v
a
tio
n
 F
u
n
d

（
Ｖ
Ｉ
Ｆ
）
を

設
立
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
投
資
を
行
っ

て
き
て
い
る
が
、
Ｓ

Ａ
Ｆ
は
こ
れ
ら
と

は
独
立
し
た
戦
略
的

フ
ァ
ン
ド
と
し
て
、

多
様
な
投
資
手
法
を

通
じ
て
投
資
先
の
成

長
を
支
援
。

　セ
イ
ノ
ー
グ
ル
ー

プ
と
の
協
業
を
起
点

に
、
物
流
業
界
全
体

を
巻
き
込
ん
だ
エ
コ

シ
ス
テ
ム
の
形
成
を

目
指
し
、
セ
イ
ノ
ー
グ
ル
ー
プ
各
社

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
物
流
イ
ン
フ
ラ
・

取
引
先
基
盤
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
皮
切

り
に
、
業
界
各
社
や
荷
主
企
業
を
は

じ
め
と
す
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全

体
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
巻
き
込
み
、
投

資
先
の
成
長
を
日
本
の
産
業
変
革
へ

と
つ
な
げ
て
い
く
。

　

企
画
「
農
業
課
題
解
決
と
ア
グ
テ
ッ

ク
」
が
開
講
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

そ
の
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
「
農

業
×
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー:A

g
ri In

n
o
v
a
tio
n
 F
o
ru
m

」

が
８
月
７
日
、
ナ
ゴ
ヤ
イ
ノ
ベ
ー

タ
ー
ズ
ガ
レ
ー
ジ
で
開
催
さ
れ
た
。

　第
１
部
で
は
農
業
系
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
を
支
援
す
る
一
般
社
団
法
人

A
g
V
en
tu
re L
a
b

の
荻
野
浩
輝
会

長
、
デ
ン
ソ
ー
勤
務
を
経
て
Ｔ
Ｏ
Ｗ

Ｉ
Ｎ
Ｇ
を
起
業
し
た
西
田
宏
平
氏
が

講
師
と
し
て
登
壇
。
起
業
家
マ
イ
ン

ド
や
日
本
の
農
業
が
抱
え
る
課
題
な

ど
が
熱
く
語
ら
れ
、
参
加
し
た
学
生

2026.9 2026.9

ナゴヤイノベーターズガレージで行われたキックオフイベント

７月1日に麻布台ヒルズのSIPオフィスで行われたファン

ド設立記念撮影（写真左から鎌田 和博SIPジェネラル・パー

トナー、 岡 洋SIPジェネラル・パートナー、 田口 義隆セイ

ノーホールディングス社長、 河合秀治同専務執行役員）



高
校
生
防
災
セ
ミ
ナ
ー
で

次
世
代
防
災
リ
ー
ダ
ー
育
成

　愛
知
県
で
は
高
い
確
率
で
起
こ
る

と
予
測
さ
れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地

震
や
、
近
年
各
地
で
発
生
し
て
い
る

豪
雨
、
台
風
な
ど
の
大
規
模
災
害
に

備
え
、
社
会
全
体
の
防
災
・
減
災
能
力

を
高
め
る
べ
く
、
そ
の
核
と
な
る
人

材
育
成
を
課
題
と
し
て
お
り
、
そ
の

一
環
と
し
て
２
０
０
４
年
度
か
ら
始

ま
っ
た「
高
校
生
防
災
セ
ミ
ナ
ー
」の

今
年
の
第
１
日
目
が
、
７
月
28
日
、
名

古
屋
大
学
の
豊
田
講
堂
で
行
わ
れ
た

（
奇
し
く
も
同
日
夕
刻
に
熊
本
地
震

発
生
）。

　県
内
の
高
校
が
毎
年
約
50
校
ず
つ

参
加
す
る
形
で
実
施
さ
れ
、
今
年
も

47
校
か
ら
生
徒
４
名
、
教
員
１
名
の

計
２
３
５
名
が
受
講
。

　10
年
度
か
ら
は
名
古
屋
大
学
と
も

　半
導
体
産
業
の
即
戦
力
育
成
に
向

け
、
文
部
科
学
省
で
は
全
国
９
大
学

産
学
協
働
で
高
校
生
向
け
に

半
導
体
技
術
啓
蒙
イ
ベ
ン
ト

を
育
成
拠
点
校
に
選
定
。そ
の
一
つ
、

「
東
海
地
域
半
導
体
実
践
人
材
育
成

拠
点（
ｅ
ｎ
Ｓ
Ｅ
Ｔ
東
海
）」
と
な
っ

た
名
古
屋
大
学
で
８
月
１
日
、
高
校

生
、
高
専
生
、
大
学
１
、２
年
生
を
対

象
と
し
た
半
導
体
技
術
啓
蒙
イ
ベ
ン

ト「
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｉ 

Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｎ 

Ｄ
Ａ
Ｙ
」が
開
催
さ
れ
た
。

　こ
れ
ま
で
半
導
体
を
意
識
し
て
い

な
か
っ
た
層
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

目
的
に
、
東
海
地
域
に
拠
点
を
置
く

半
導
体
関
連
企
業
４
社（
イ
ビ
デ
ン
、

キ
オ
ク
シ
ア
、
サ
ン
デ
ィ
ス
ク
、
デ
ン

ソ
ー
）の
協
賛
、
実
施
協
力
を
得
て
行

わ
れ
た
も
の
で
、
高
校
生
を
中
心
に

３
０
０
名
近
く
が
参
加
。

　半
導
体
分
野
で
重
要
な
貢
献
を
果

た
し
た
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
者

の
天
野 

浩
名
古
屋
大
学
特
別
教
授
の

特
別
講
演
を
皮
切
り
に
、
学
術
セ
ミ

ナ
ー
、
企
業
技
術
セ
ミ
ナ
ー
、
実
習
／

ラ
ボ
ツ
ア
ー
が
一
日
が
か
り
で
行
わ

れ
た
。

連
携
し
て
の
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
て
お

り
、
開
講
式
で
は
坂
川
智
愛
知
県
教

育
委
員
会
事
務
局
長
、
鷺
谷 

威
名
古

屋
大
学
減
災
連
携
研
究
セ
ン
タ
ー

長
、
岡
田
晴
道
愛
知
県
防
災
安
全
局

長
が
挨
拶
を
行
い
、
参
加
生
徒
へ
の

期
待
を
述
べ
た
。
な
お
２
日
目
は
12

月
に
尾
張
、
海
部
、
知
多
、
三
河
の
各

地
域
で
実
施
さ
れ
る
。

か
ら
次
々
に
質
問
が
飛
ん
だ
。
ま
た

第
２
部
で
は
あ
い
ち
農
業
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
愛
知
県
農

業
総
合
試
験
場
に
つ
い
て
の
説
明
が

県
の
担
当
者
よ
り
行
わ
れ
た
。
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開講あいさつを行う

坂川智愛知県教育委

員会局長

企業セミナーが行われた各講義室前の企

業ブースに興味津々の参加高校生たち

天
野
浩
名
古
屋
大
学
未
来
材
料
・
シ
ス
テ
ム
研

究
所
特
別
教
授
に
よ
り
行
わ
れ
た
特
別
講
演

enSET東海 拠点長を務

める須田淳名古屋大学

大学院工学研究科教授

福和伸夫あいち・なごや強靭化共創センター長

／名古屋大学名誉教授による講座


